
第２０号 ２０２０年(令和２年) ９月３０日 発行入谷小学校 ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ通信

第２０号
発行元

入谷小CS推進
委員会編集部

ホームページ
へのQRコード

９
月
27
日(

日)

朝
6
時
よ
り
入
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
環
境
部
事
業
で
あ
る
除
草
奉
仕
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
初
は
8
月
23
日(

日)

に
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
が
感
染
症
拡
大
防
止
の
措
置
で
期
日

を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と

い
う
だ
け
で
な
く
入
谷
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
今
年
度
「地
域
学
校
協
働
活
動
」３
つ
の
提
案

の
一
つ
で
あ
り
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
入
谷
構
想
促
進

委
員
会(

以
下
Ｇ
Ｗ
委
員
会)

と
の
連
携
事
業
と
な

り
ま
す
。
開
催
に
当
た
って
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
部
と
地

区
行
政
区
長
会
の
山
内
敏
裕
会
長
、
Ｇ
Ｗ
委
員
会

の
阿
部
國
博
会
長
が
数
回
の
会
議
を
重
ね
実
現
に

至
り
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く
各

地
区
か
ら
10
名
の
出
席
や
草
運
搬
の
た
め
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
協
力
、
人
数
増
に
よ
る
駐
車
場
の
確
保
と

交
通
整
理
担
当
者
の
配
置
、
荒
天
に
よ
る
中
止
の

連
絡
方
法
な
ど
様
々
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
実

現
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
薄
曇
り
の
天
気
の
中

で
総
勢
１
０
０
名
以
上
の
出
席
が
あ
り
一
斉
に
作

業
が
行
わ
れ
る
様
子
は
圧
巻
の
一
言
に
尽
き
、
み

る
み
る
う
ち
に
学
校
周
辺
が
き
れ
い
に
な
って
い
き

ま
し
た
。
各
地
区
か
ら
の
参
加
者
は
元
入
谷
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
で
す
。
近
年
の
奉
仕
作
業
で
は
、
な
か
な

か
手
が
回
ら
な
か
った
急
な
法
面
も
「以
前
は
こ
こ

ま
で
や
って
い
た
。
」な
ど
口
々
に
話
し
な
が
ら
当
然

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
「地
域
学
校
協
働
活
動
」と
な
り
ま
し
た
。

地域と学校が連携・
協働して，地域全体で
未来を担う子供たちの
成長を支えていくそれ
ぞれの活動を合わせて
総称したものです。連
携・協働する枠組みと
しては，地域の高齢者，
成人，学生，保護者，
PTA，NPO，民間企
業，団体・機関等，幅
広い住民等の参画が望
まれます。活動の具体
としては，学校支援活
動，放課後子供教室，
土曜日の教育活動，学
びによるまちづくり，
地域社会における地域
活動等，幅広い地域住
民等参画によって行わ
れる様々な活動を指し，
それぞれの地域や学校
の実情や特色に応じ，
多様な活動を推進する
ことが期待されていま
す。（国立教育政策研
究所資料から引用）

今回の取組は，ＰＴ
Ａと地域住民活動団体
の協働参画事業となり，
「地域学校協働活動」
のモデルケースと言え
ます。

南側の法面整備

東側の急斜面もなんなく草刈り 学校裏(北側)もみるみるきれいに

西側の法面の草を刈り「入谷小」の「谷」の文字が…

地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
へ

９月10日(木)2・3校時に水口沢の西城さ
ん宅において，2年生が生活科の菊栽培の学
習を行いました。今年度，子供たちは実際に
自分の鉢を持てませんでしたが，西城さんが
菊の生長に合わせて栽培過程を見せてくれま
した。今回は，出荷に向けての準備と包装の
仕方を説明してくれました。子供たちはきれ
いに切りそろえられた草花が機械を使って包
装され店頭に並べられるまでの作業を実際に
行い，その難しさを体験できました。

きれいな
花束が
できるまで

９
月
９
日(

水)

午
前
９

時
か
ら
1
年
生
が
童
子

山
の
阿
部
農
園
に
行
き
、

1
年
生
の
り
ん
ご
の
木

に
『鳥
よ
け
』を
張
る
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
順
調
に
育
って
い
る

り
ん
ご
が
鳥
に
突
か
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。
学
校
で
作
った
思
い

思
い
の
『鳥
よ
け
』は
阿

部
さ
ん
に
し
っか
り
張
っ

て
い
だ
だ
き
ま
し
た
。
２

回
の
摘
果
作
業
の
時
よ

り
大
分
大
き
く
な
った

り
ん
ご
を
見
て
は
収
穫

の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
指
導
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
阿
部
さ
ん

ご
夫
婦
は
、
30
年
以
上

に
渡
り
子
供
た
ち
に
り

ん
ご
の
栽
培
を
教
え
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
が
食
物
が
で
き
る
過
程
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
で
、
将
来
は
農
業
に
携
わ
って
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
も
って
い
ま
す
。
南
三
陸
町
の
農
業
の
発

展
は
子
供
た
ち
に
か
か
って
い
ま
す
。

この『鳥よけ』がりんごを守ります

蚕について説明する山内正男さん

阿部さんご夫婦と１年生

９月８日(火)より入谷小学校に蚕が搬入されました。４
年生の総合的な学習の時間で行う養蚕体験です。日々，お
世話をして，現在は上族作業を終えて繭を作っている段階
です。もうじきたくさんの繭玉ができます。この養蚕体験
の指導は，桜沢地区の山内正男様にお願いしています。毎
日，学校へ足を運んでいただき4年生の子供たちの命を大
切にする心を育む活動に力をいただいています。入谷の伝
統とよさについて学ぶ機会となっています。


